
い
て
も
自
然
熟
成
に
は
及
ば
な
い
。
そ
し
て
腐
敗

の
進
行
は
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
。

こ
の
姿
は
、
現
代
社
会
の
縮
図
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

技
術
革
新
や
情
報
の
高
速
化
に
私
た
ち
は
魅

人
間
の
操
作
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
時
間
の
産
物

で
あ
る
。
市
場
に
並
ぶ
多
く
の
バ
ナ
ナ
は
、
エ
チ

レ
ン
ガ
ス
で
人
工
的
に
熟
さ
れ
る
。
急
速
に
熟
し

た
果
実
は
、
細
胞
の
分
解
が
急
激
に
進
み
、
す
ぐ

に
柔
ら
か
く
な
る
。
香
り
や
味
わ
い
の
深
み
に
お

１
章　

は
じ
め
に

バ
ナ
ナ
は
美
し
い
。
黄
金
色
の
外
皮
と
有
機
的

な
曲
線
は
、
私
た
ち
の
視
線
を
惹
き
つ
け
る
。
し

か
し
、
そ
の
美
し
さ
は
自
然
の
偶
然
で
は
な
く
、

坂さ
か

　
綾あ

や

高た
か

（
山
梨
県
／
私
立
山
梨
学
院
高
等
学
校
二
年
）

選
択
課
題
２　

二
〇
五
〇
年
の
わ
た
し
と
国
際
社
会

バ
ナ
ナ
の
沈
黙

─
─
加
速
社
会
に
抗
う
哲
学
的
抵
抗

佳作

了
さ
れ
る
一
方
で
、
身
体
的
、
精
神
的
、
環
境
的

側
面
が
与
え
る
影
響
は
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ

る
。
啓
蒙
思
想
以
降
、「
加
速
こ
そ
善
」
と
す
る

価
値
観
が
社
会
的
に
制
度
化
さ
れ
、
産
業
革
命
か

ら
Ａ
Ｉ
時
代
に
至
る
ま
で
、
速
度
と
効
率
は
進
歩

の
象
徴
と
し
て
絶
対
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
精
神
的
疲
弊
、
教
育
の
画
一

化
、
環
境
破
壊
な
ど
、
深
刻
な
副
作
用
が
顕
在
化

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
私
た
ち
は
こ
の
加
速

社
会
の
構
造
そ
の
も
の
を
問
い
直
す
必
要
が
あ

る
。
速
度
だ
け
を
追
求
す
る
社
会
は
、
私
た
ち
の

生
活
の
質
や
人
間
性
を
犠
牲
に
し
て
い
る
の
で
あ

る
。バ

ナ
ナ
が
本
来
の
甘
味
を
獲
得
す
る
に
は
、
熟

成
の「
間
」、す
な
わ
ち
時
間
の
経
過
が
不
可
欠
だ
。

こ
の
洞
察
は
、
人
間
社
会
に
も
適
用
で
き
る
。
立

ち
止
ま
り
、
熟
考
し
、
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
時
間

こ
そ
が
、持
続
可
能
な
価
値
の
生
成
に
寄
与
す
る
。

本
稿
で
は
、
加
速
社
会
の
構
造
と
そ
の
影
響
を
分

析
し
、「
間
」
の
倫
理
的
、
社
会
的
な
価
値
を
再

評
価
し
、
未
来
の
国
際
社
会
に
必
要
な
倫
理
の
再

設
計
を
試
み
る
。

２
章　

加
速
の
歴
史
と
そ
の
代
償

一
八
世
紀
の
啓
蒙
思
想
に
お
い
て
、「
進
歩
」

と
い
う
概
念
は
哲
学
的
に
確
固
た
る
地
位
を
獲
得

し
た
。
当
時
、
宗
教
的
権
威
が
揺
ら
ぎ
、
人
間
の

理
性
が
尊
重
さ
れ
る
世
界
へ
と
大
き
く
舵
が
切
ら

れ
た
。
哲
学
者
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
は
、『
永

遠
平
和
の
た
め
に
』
の
中
で
、
歴
史
は
理
性
の
完

成
に
向
か
う
と
す
る
目
的
論
的
歴
史
観
を
提
示
し

て
い
る
。
彼
は
、「
人
類
の
進
歩
を
自
然
の
必
然

と
捉
え
、
遅
滞
は
停
滞
で
あ
り
、
悪
で
あ
る
」
と

論
じ
た（
カ
ン
ト
，1985, pp.49–55

）。
こ
の
思
想
は
、

近
代
に
お
け
る
市
民
の
価
値
観
の
形
成
に
お
い

て
、
重
要
な
思
想
的
基
盤
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
起
き
た
産
業

革
命
に
よ
っ
て
、
こ
の
思
想
は
、
物
理
的
な
速
度

に
転
化
し
た
。
蒸
気
機
関
は
、
人
間
の
肉
体
を
も

凌
駕
し
、
工
場
制
生
産
は
、
時
間
を
均
質
化
さ
せ

た
。
歴
史
学
者
Ｅ
・
Ｐ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
は
著
書
『
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
労
働
者
階
級
の
形
成
』
に
て
、「
産
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り
、「
加
速
」
は
無
条
件
に
善
と
さ
れ
た
き
た
。

そ
の
結
果
、
資
源
の
過
剰
消
費
や
環
境
破
壊
、
経

済
格
差
の
拡
大
と
い
っ
た
副
作
用
が
顕
著
に
な
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
情
報
化
社
会
で
は
、
判
断
や

意
思
決
定
の
時
間
さ
え
短
縮
さ
れ
、「
考
え
る
間
」

が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
も
は
や
、
人
間
の
考
え
る

と
い
う
行
為
さ
え
、
必
要
と
さ
れ
な
く
な
る
。
人

間
が
本
来
持
つ
熟
慮
や
感
受
性
を
軽
視
す
る
こ
の

傾
向
は
、
持
続
可
能
な
社
会
形
成
に
対
す
る
、
潜

在
的
な
リ
ス
ク
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
現
実
を
踏
ま
え
れ
ば
、「
加
速
こ
そ
善
」

の
概
念
が
、
近
い
未
来
崩
壊
し
て
い
く
の
は
明
白

だ
。
現
代
社
会
は
効
率
や
利
益
の
み
な
ら
ず
、
持

続
可
能
性
と
心
の
豊
か
さ
を
軸
に
し
た
倫
理
と
制

度
の
再
設
計
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
章
で
は
、「
加
速
」
の
対
極
に
位
置

す
る
、「
間
」
と
い
う
概
念
に
注
目
し
、
そ
の
哲

学
的
意
義
と
社
会
的
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

３
章　
「
間
」
の
哲
学
と
倫
理
的
遅
延
主
義

「
間
」
は
文
化
を
越
え
て
存
在
し
、
加
速
社
会

に
お
い
て
し
ば
し
ば
見
失
わ
れ
が
ち
な
「
深
さ
」

や
「
熟
成
」
の
価
値
を
回
復
す
る
鍵
と
な
る
。
日

本
文
化
に
は
、「
間
（
ま
）」
と
い
う
独
自
の
概
念

が
あ
る
。
能
楽
の
間
、
茶
道
の
所
作
に
お
け
る
静

寂
、
建
築
に
お
け
る
余
白
、
そ
し
て
俳
句
に
お
け

業
革
命
に
よ
っ
て
時
間
の
規
律
が
生
ま
れ
、
労
働

者
が
機
械
の
歯
車
と
同
じ
リ
ズ
ム
で
動
か
さ
れ
る

新
た
な
支
配
構
造
が
形
成
さ
れ
た
」
と
論
じ
て
い

る（
ト
ン
プ
ソ
ン
，2003, p.485

）。
こ
の
時
点
で
、「
速

く
・
大
量
に
・
効
率
的
に
」
が
社
会
的
善
と
し
て

確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
人
間
が
機
械
の
時
計
を

生
き
る
よ
う
に
な
り
、
機
械
の
速
度
に
同
調
を
せ

ざ
る
を
得
な
く
っ
た
。
速
度
が
社
会
の
中
心
と
な

っ
た
の
だ
。

さ
ら
に
、
二
〇
世
紀
後
半
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
情
報
革
命
は
速
度
の
概
念
を
瞬
間
的
な
レ

ベ
ル
ま
で
拡
張
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
距
離

と
時
間
の
壁
を
事
実
上
消
滅
さ
せ
、
国
際
社
会
に

お
い
て
資
本
主
義
を
加
速
さ
せ
た
。
経
済
協
力
開

発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
報
告
書
『O
E

C
D

 
Com

pendium
 of Productivity Indicators 

2025

』
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
加
盟
国
で
労
働
者
一

人
あ
た
り
の
生
産
性
は
年
々
上
昇
し
続
け
て
い
る

と
さ
れ
て
い
る
（O

ECD
, 2025, pp.12–35

）。
し
か

し
同
時
に
、
立
ち
止
ま
れ
な
い
加
速
社
会
が
出
現

し
た
の
は
、
紛
れ
も
な
い
事
実
だ
。

や
が
て
二
一
世
紀
、
つ
い
に
Ａ
Ｉ
が
出
現
し
速

度
の
極
限
を
現
実
に
し
た
。
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
判

断
を
秒
速
で
下
す
時
代
が
訪
れ
た
の
だ
。
ミ
リ
秒

単
位
で
株
取
引
が
完
了
し
、
医
療
診
断
や
自
動
翻

訳
も
瞬
時
に
行
わ
れ
る
。
だ
が
、
そ
の
代
償
と
し

て
「
速
さ
」
が
価
値
の
唯
一
の
指
標
と
な
り
つ
つ

あ
り
、
人
間
の
判
断
や
経
験
は
軽
視
さ
れ
る
危
険

性
が
生
じ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
加
速
」
は
、

国
際
社
会
に
多
く
の
恩
恵
を
も
た
ら
し
た
。
医
療

技
術
の
進
歩
は
寿
命
を
伸
ば
し
、
多
く
の
命
を
救

済
し
、
経
済
的
効
率
は
生
産
性
を
向
上
さ
せ
た
。

し
か
し
、
過
労
死
、
精
神
的
健
康
の
悪
化
、
環
境

破
壊
と
い
っ
た
副
作
用
は
無
視
で
き
な
い
。
世
界

保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
二
〇
二
一
年
の
報
告
書

に
て
長
時
間
労
働
に
よ
る
過
労
死
を
年
間
約
七
四

万
人
と
推
計
し
、
過
労
死
問
題
を
深
刻
視
し
て
い

る
。
米
国
心
理
学
会（
Ａ
Ｐ
Ａ
）は
、二
〇
二
二
年
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
依
存
と
比
較
か
ら
く
る
若
年
層
の
自
己
肯

定
感
低
下
が
心
理
的
健
康
を
蝕
ん
で
い
る
と
警
告

し
た
。ま
た
、国
連
環
境
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）は『T

he 
Global E-w

aste M
onitor 2020

』
で
は
、
世
界

の
電
子
廃
棄
物
が
年
間
五
〇
〇
〇
万
ト
ン
を
超

え
、
先
進
国
で
生
じ
た
安
全
基
準
を
満
た
さ
な
い

電
子
廃
棄
物
が
発
展
途
上
国
に
移
さ
れ
、
現
地
の

労
働
者
は
健
康
を
害
し
な
が
ら
解
体
作
業
を
強
い

ら
れ
て
い
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
加
速

の
影
響
は
時
代
や
国
境
を
越
え
た
国
際
社
会
の
共

通
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

産
業
革
命
以
降
、
資
本
主
義
は
速
度
と
効
率
を

絶
対
的
価
値
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。「
よ
り
速

く
、
よ
り
多
く
」
は
、
経
済
活
動
の
合
言
葉
と
な
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る
「
切
れ
字
」
や
、
禅
に
お
け
る
沈
黙

─
い
ず

れ
も
単
な
る
空
白
で
は
な
く
、
意
味
や
感
情
を
内

包
す
る
時
間
的
・
空
間
的
構
造
で
あ
り
、
行
動
の

選
択
に
お
け
る
倫
理
的
判
断
を
含
む
時
間
で
あ

る
。「
間
」
は
、
物
事
の
間
に
流
れ
る
沈
黙
や
余

韻
を
尊
重
し
、
そ
の
中
に
意
味
を
見
出
す
態
度
を

示
す
。
こ
の
加
速
の
対
極
に
位
置
す
る
「
間
」
は
、

単
な
る
遅
延
や
停
滞
で
は
な
い
。
そ
れ
は
物
事
の

熟
成
や
思
索
を
可
能
に
す
る
時
間
的
余
白
で
あ

り
、
外
的
な
速
度
に
迎
合
せ
ず
自
ら
の
歩
調
を
保

持
す
る
た
め
の
能
動
的
選
択
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
態
度
は
、
現
代
社
会
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な

倫
理
的
立
場
に
あ
る
と
考
え
る
。私
は
こ
れ
を「
倫

理
的
遅
延
主
義
」と
定
義
し
た
い
。
す
な
わ
ち「
進

ま
な
い
こ
と
の
倫
理
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
加
速

を
至
上
と
す
る
社
会
構
造
に
抗
し
、
あ
え
て
立
ち

止
ま
り
、
熟
考
し
、
自
ら
の
速
度
で
生
き
る
こ
と

を
肯
定
す
る
倫
理
的
態
度
を
示
す
。「
倫
理
的
遅

延
主
義
」
は
、「
間
」
の
哲
学
を
現
代
社
会
に
お

け
る
倫
理
的
実
践
へ
と
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
と

同
時
に
、
沈
黙
や
余
白
の
価
値
を
、
個
人
の
生
き

方
に
お
い
て
選
び
取
る
姿
勢
で
あ
る
。
こ
れ
は
単

な
る
文
化
的
美
学
に
留
ま
ら
ず
、
加
速
社
会
に
対

す
る
思
想
的
な
抵
抗
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
生
活

を
実
現
さ
せ
る
倫
理
的
選
択
で
あ
る
。

こ
の
思
想
は
、
東
洋
に
限
ら
ず
、
西
洋
哲
学
に

も
類
例
が
存
在
す
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
『
存
在

と
時
間
（
上
）』
に
お
い
て
、「
存
在
の
問
い
」
を

急
が
ず
に
問
い
続
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
て

い
る
。
彼
に
と
っ
て「
間（Zw

ischen

）」と
は
、「
存

在
と
存
在
者
の
あ
い
だ
に
あ
る
意
味
生
成
の
場
で

あ
り
、時
間
性
を
通
じ
て
存
在
の
理
解
が
深
ま
る
」

と
論
じ
て
い
る
（
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
，1994, pp.45–

60

）。
ま
た
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
『
哲

学
探
究
』
に
お
い
て
、「
言
葉
の
意
味
は
文
脈
に

依
存
し
て
立
ち
現
れ
る
と
し
、
沈
黙
や
間
に
こ
そ

哲
学
的
洞
察
が
宿
る
」こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（
ウ

ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
，2020, pp.89–95

）。

東
洋
で
は
、
道
元
が
『
正
法
眼
蔵 

坐
禅
儀
』

に
お
い
て
、「
只し

管か
ん

打た

坐ざ

」
す
な
わ
ち
目
的
や
成

果
を
求
め
ず
、
た
だ
坐
る
こ
と
そ
の
も
の
に
価
値

を
見
出
す
姿
勢
を
説
い
て
い
る
。
彼
は
、「
坐
禅

と
は
悟
り
の
手
段
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
が
仏
法

の
実
践
で
あ
り
、
身
心
脱
落
の
境
地
に
至
る
た
め

の
唯
一
の
道
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
道
元
，

1243, pp.12–15

）。

目
的
達
成
の
た
め
で
は
な
く
、「
今
こ
こ
で
坐

る
」
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
に
価
値
を
見
出
す
道

元
の
思
想
は
、
ま
さ
に
「
倫
理
的
遅
延
主
義
」
の

実
践
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に「
倫
理
的
遅
延
主
義
」

は
西
洋
、
東
洋
を
通
じ
て
、
古
く
か
ら
実
践
さ
れ

て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
態
度
が
多
く
の
人
々

に
恩
恵
を
与
え
た
こ
と
を
歴
史
が
教
え
て
く
れ
て

い
る
。
次
章
で
は
、
こ
の
「
間
」
の
概
念
と
個
人

と
し
て
の
生
き
方
の
「
倫
理
的
遅
延
主
義
」
を
、

社
会
制
度
や
国
際
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
組

み
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
探
っ
て
い
き
た
い
。

４
章　

�

社
会
制
度
に
お
け
る
「
間
」
の
応
用
：
共

鳴
資
本

４
‐
１　

共
鳴
資
本
の
理
論
的
背
景

社
会
学
者
ハ
ル
ト
ム
ー
ト
・
ロ
ー
ザ
は
、
著
書

『R
esonance: A

 Sociology of O
ur 

Relationship to the W
orld

』
に
お
い
て
、「
共

鳴
と
は
単
な
る
共
感
や
同
調
で
は
な
く
、
他
者
や

世
界
と
の
あ
い
だ
で
相
互
に
響
き
合
い
、
自
己
が

変
容
す
る
よ
う
な
関
係
性
で
あ
る
」
と
定
義
し
て

い
る
。
彼
は
こ
れ
を
「
世
界
と
の
生
き
た
関
係
」

と
呼
び
、
効
率
や
成
果
で
は
測
れ
な
い
、
持
続
的

な
変
化
を
も
た
ら
す
力
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る

（Rosa, 2019, pp.45–50

）。
た
と
え
ば
、
友
人
と
の

対
話
で
予
期
せ
ぬ
気
づ
き
を
得
る
瞬
間
、
自
然
の

中
で
心
が
震
え
る
体
験
、
教
師
と
の
や
り
取
り
の

中
で
新
し
い
学
び
が
生
ま
れ
る
場
面

─
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
共
鳴
の
具
体
例
だ
。
本
稿
で
は
、
こ

の
ロ
ー
ザ
の
社
会
理
論
に
お
け
る
「
共
鳴

（Resonanz

）」
の
考
え
を
基
盤
に
、
前
章
で
述
べ

た
「
倫
理
的
遅
延
主
義
」
を
個
人
の
生
き
方
に
と
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化
よ
り
も
「
間
」
を
重
視
す
る
姿
勢
は
、
福
祉
制

度
に
お
け
る
共
鳴
資
本
の
萌
芽
で
あ
る
。
そ
の
成

果
は
、二
〇
二
四
年
の「W

orld H
appiness Report

（
世
界
幸
福
度
報
告
書
）」
で
、
オ
ラ
ン
ダ
が
六
位
に

位
置
し
た
と
い
う
事
実
に
表
れ
て
い
る
。

経
済
分
野
で
は
、「
加
速
」
の
象
徴
と
も
い
え

る
資
本
主
義
の
中
で
、
効
率
化
の
進
展
が
人
間
的

要
素
を
希
薄
化
さ
せ
る
リ
ス
ク
を
示
す
事
例
が
あ

る
。
世
界
的
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
の
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
は
、「
ひ
と
り
の
お
客
様
、一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
、

そ
し
て
ひ
と
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
」
と
い
う

ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
の
も
と
、
地
域
社

会
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
大
成
功
し
た
。

育
指
針
の
あ
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
生
徒
の
学
習
到
達

度
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
や
国
際
数
学
・
理
科
教
育

動
向
調
査
（
Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
Ｓ
）
で
は
、
日
本
の
学
力

が
一
時
的
に
低
下
し
た
と
発
表
し
、
二
〇
一
一
年

に
日
本
は
い
ち
早
く
ゆ
と
り
教
育
か
ら
撤
退
し

た
。し
か
し
、同
時
期
に
神
戸
親
和
女
子
大
学（
現
・

神
戸
親
和
大
学
）
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
調
査
に

よ
る
と
、
ゆ
と
り
教
育
が
学
生
の
思
考
力
や
学
習

意
欲
に
よ
い
効
果
を
与
え
た
と
報
告
が
あ
り
、
学

習
内
容
の
削
減
に
よ
り
、
深
い
思
考
や
自
己
表
現

の
機
会
が
増
え
た
と
す
る
学
生
の
声
が
多
く
紹
介

さ
れ
た
（
間
渕
泰
尚
，2023, pp.283–288

）。
効
率

的
成
果
の
み
に
焦
点
を
当
て
る
の
で
は
な
く
、
熟

考
や
創
造
的
学
び
を
尊
重
し
た
結
果
、
目
に
は
見

え
な
い
成
長
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の

だ
。
こ
れ
は
「
共
鳴
資
本
」
の
理
念
と
重
な
る
。

福
祉
や
医
療
の
分
野
で
も
、「
立
ち
止
ま
る
」

こ
と
の
価
値
は
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ

は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
中
で
公
的
社
会
支
出
が
高

い
国
の
一
つ
で
あ
る
。 
二
〇
一
五
年
の
デ
ー
タ

で
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
二
二
・
三
％
を
社
会
保
障
に

充
て
て
お
り
、こ
れ
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
の
約
二
一
・

〇
％
を
上
回
っ
て
い
る
。
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
の
高
齢

者
施
設
で
は
、日
常
の
会
話
や
沈
黙
を
大
切
に
し
、

雑
談
の
質
を
数
値
化
し
、
ケ
ア
評
価
に
反
映
さ
せ

る
「
経
験
的
質
指
標
」
を
導
入
し
て
い
る
。
効
率

ど
め
ず
、社
会
制
度
に
応
用
す
る
枠
組
み
と
し
て
、

「
共
鳴
資
本
」
と
し
て
提
唱
し
た
い
。
私
の
提
唱

す
る
「
共
鳴
資
本
」
と
は
、
効
率
や
数
値
に
は
表

れ
な
い
人
間
同
士
の
信
頼
や
感
謝
、
共
感
と
い
っ

た
価
値
を
制
度
的
に
評
価
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、「
数
字
に
表
れ
な
い
豊
か
さ
」 

を
社
会
の
基
盤
に
据
え
る
新
し
い
資
本
概
念
で
あ

る
。
こ
こ
で
改
め
て
整
理
す
る
と
、「
間
」
は
哲

学
的
基
盤
、「
倫
理
的
遅
延
主
義
」
は
そ
の
実
践

的
態
度
、
そ
し
て
「
共
鳴
資
本
」
は
制
度
的
応
用

で
あ
り
、
こ
の
三
者
は
相
互
補
完
的
に
つ
な
が
っ

て
い
る
（
図
表
１
）。
加
速
社
会
に
お
い
て
見
失

わ
れ
が
ち
な
「
数
字
に
表
れ
な
い
豊
か
さ
」
を
回

復
す
る
た
め
の
思
想
的
支
柱
と
な
る
。

４
‐
２　

教
育
、
福
祉
・
医
療
、
経
済
に
お
け
る

「
共
鳴
資
本
」
の
兆
し

次
に
国
際
社
会
に
現
れ
て
い
る
「
共
鳴
資
本
」

と
し
て
の
兆
し
を
、
教
育
、
福
祉
・
医
療
、
経
済

の
各
領
域
で
事
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。
ま
ず
教
育

分
野
で
は
、「
加
速
」
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
逆
行
し
た
の
が
一
九
九

八
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
を
経
て
二
〇
〇
二
年

よ
り
本
格
的
に
実
施
さ
れ
た
「
ゆ
と
り
教
育
」
だ
。

詰
め
込
み
学
習
を
減
ら
し
て
、
授
業
時
間
を
短
縮

し
た
日
本
の
教
育
改
革
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
教

【図表1】　「間」「倫理的遅延主義」「共鳴資本」の関係性

「数値には表れない豊かさ」の回復

倫理的遅延主義

（実践的態度）

共鳴資本

（制度的応用）

間

（哲学的基盤）
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離
れ
サ
ッ
カ
ー
の
強
豪
校
の
寮
で
仲
間
と
共
に
暮

ら
し
て
い
る
。
朝
は
ま
だ
薄
暗
い
中
、
目
を
覚
ま

し
、
登
校
前
か
ら
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
寮
の
掃

除
、
食
事
な
ど
の
朝
の
ル
ー
テ
ィ
ン
を
こ
な
す
。

毎
日
の
ハ
ー
ド
な
練
習
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
に

加
え
、
週
末
は
遠
征
や
公
式
戦
が
続
き
、
寮
内
は

常
に
規
律
と
緊
張
と
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。
仲

間
は
同
時
に
ラ
イ
バ
ル
で
あ
り
、
一
瞬
の
遅
れ
も

評
価
に
影
響
す
る
。
そ
ん
な
日
々
の
中
、私
は「
速

度
」
の
渦
の
中
に
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。

し
か
し
、
不
思
議
な
こ
と
に
心
に
残
る
の
は
、

競
争
の
最
中
に
ふ
と
訪
れ
る
静
か
な
瞬
間
だ
。
例

え
ば
、
夜
の
食
堂
で
交
わ
す
何
気
な
い
会
話
。
練

習
後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
沈
む
夕
陽
を
た
だ
眺
め
る

時
間
。
そ
こ
に
は
勝
敗
も
評
価
も
介
在
し
な
い

「
間
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
肉
体
と
精
神
を
回
復
さ

せ
る
だ
け
で
な
く
、
仲
間
を
深
く
理
解
し
、
信
頼

を
育
て
る
呼
吸
の
よ
う
な
存
在
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
の

世
界
は
、
常
に
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
だ
。
練
習
時

間
を
増
や
せ
ば
一
時
的
に
成
果
は
出
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、「
間
」
を
削
り
続
け
れ
ば
、
や

が
て
選
手
は
疲
弊
し
、
判
断
力
を
失
い
、
長
期
的

な
成
長
が
損
な
わ
れ
る
。
休
息
や
仲
間
と
の
雑
談

は
、
一
見
「
非
効
率
」
に
見
え
る
が
、
む
し
ろ
持

続
的
に
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
維
持
す
る
た
め

の
不
可
欠
な
要
素
だ
っ
た
の
だ
。
激
し
い
日
々
の

ト
削
減
で
は
な
く
、高
齢
者
や
患
者
と
の「
対
話
の

質
」
が
制
度
的
に
評
価
さ
れ
、
介
護
者
の
仕
事
が

「
数
字
に
表
れ
な
い
豊
か
さ
」と
し
て
報
酬
や
社
会

的
信
用
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
て
い
く
の
が
理
想

で
あ
る
。経
済
で
は
、二
〇
五
〇
年
の
企
業
は
、利

益
や
株
価
だ
け
で
な
く
顧
客
・
従
業
員
・
地
域
社
会

と
の「
共
感
す
る
深
さ
」を
価
値
と
し
て
計
測
す
る

だ
ろ
う
。社
員
が
ど
れ
だ
け
働
き
が
い
を
感
じ
、

地
域
と
の
交
流
か
ら
ど
れ
だ
け
新
し
い
ア
イ
デ
ア

が
生
ま
れ
た
か
を「
共
鳴
資
本
」と
し
て
可
視
化

し
、企
業
価
値
の
一
部
と
す
る
。株
主
へ
の
報
告
書

に
は
財
務
指
標
だ
け
で
な
く
「
共
鳴
指
数
」が
記

載
さ
れ
、
投
資
家
も
ま
た
「
数
字
に
表
れ
な
い
豊

か
さ
」
を
基
準
に
企
業
を
評
価
す
る
社
会
が
到
来

す
る
。
効
率
至
上
主
義
は
短
期
的
に
は
成
果
を
生

む
か
も
し
れ
な
い
。だ
が
、心
身
や
社
会
の
持
続
可

能
性
を
破
壊
し
て
き
た
と
い
う
紛
れ
も
な
い
事
実

が
存
在
す
る
。こ
れ
に
目
を
背
け
ず
、深
さ
や
「
共

鳴
資
本
」を
基
準
に
社
会
を
設
計
す
る
こ
と
こ
そ
、

未
来
の
生
存
戦
略
で
あ
る
。そ
し
て
、人
間
に
と
っ

て
「
数
字
に
表
れ
な
い
豊
か
さ
」
の
価
値
を
守
る

こ
と
が
、
最
も
重
要
な
国
際
問
題
と
な
る
の
だ
。

５
章　

お
わ
り
に

こ
の
考
え
に
確
信
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
、
私

自
身
の
生
活
か
ら
だ
っ
た
。
私
は
現
在
、
親
元
を

し
か
し
二
〇
二
四
年
、
効
率
化
の
過
程
で
顧
客
と

の
接
点
が
希
薄
化
し
、
そ
の
年
の
決
算
で
は
、
米

国
の
既
存
店
売
上
高
が
六
％
減
少
、
取
引
数
は
一

〇
％
減
少
し
た
。 

効
率
化
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、

顧
客
と
の
対
話
や
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
る
「
第
三
の

場
所
」
と
し
て
の
役
割
を
損
な
い
、
経
済
価
値
の

減
退
を
招
い
た
こ
と
は
、
人
間
的
交
流
に
基
づ
く

「
共
鳴
資
本
」
の
意
義
を
裏
付
け
る
事
例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
の
共
通
点
は
、
時
間
を
か
け
て

価
値
を
熟
成
さ
せ
る
制
度
で
あ
り
、長
期
的
に「
共

鳴
資
本
」
と
し
て
人
間
と
社
会
の
持
続
可
能
性
を

高
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
効
率
偏
重
社
会
の

限
界
を
認
識
し
、「
数
字
に
表
れ
な
い
豊
か
さ
」

を
重
視
し
た
制
度
設
計
こ
そ
、
現
代
の
加
速
社
会

で
求
め
ら
れ
る
こ
と
だ
。

４
‐
３　

二
〇
五
〇
年
へ
の
制
度
設
計

最
後
に
二
〇
五
〇
年
を
見
据
え
る
な
ら
ば
、「
共

鳴
資
本
」
を
中
核
に
据
え
た
社
会
制
度
の
再
設
計

を
す
る
必
要
が
あ
る
。教
育
で
は
、テ
ス
ト
の
点
数

や
学
習
到
達
度
だ
け
で
な
く
、
生
徒
同
士
や
教
師

と
の「
共
鳴
の
質
」を
評
価
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

導
入
す
べ
き
で
あ
る
。
協
働
学
習
や
創
造
的
対
話

の
中
で
生
ま
れ
る
発
見
や
感
動
を
可
視
化
し
、
そ

れ
を
成
績
と
並
ぶ
価
値
と
し
て
扱
う
仕
組
み
だ
。

福
祉
や
医
療
に
お
い
て
も
、
単
な
る
効
率
や
コ
ス
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３
．O

E
C

D

「O
E

C
D

 C
om

pendium
 of 

Productivity Indicators 2025

」

	
https://w

w
w

.oecd.org/en/publications/
oecd-com

pendium
-of-productivity-

indicators-2025_b024d9e1-en.htm
l

４
．SD

SN
 

「W
orld H

appiness R
eport 

2024

」

	
https://w

w
w

.w
orldhappiness.report/

ed/2024/

５
．
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『
哲
学
探
究
』
講

談
社
、
二
〇
二
〇
年

６
．
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｐ
・
ト
ム
ス
ン
『
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
労
働
者
階
級
の
形
成
』青
弓
社
、二
〇
〇
三
年

７
．
角
田
泰
隆
『
道
元
「
正
法
眼
蔵
」
を
読
む
』

角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
二
〇
二
四
年

８
．
カ
ン
ト
『
永
遠
平
和
の
た
め
に
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
五
年

9
．
国
連
環
境
計
画
「G

lobal E
-w

aste 
M

onitor 2020

」
二
〇
二
〇
年

	
https://ew

astem
onitor.info/w

p-
content/uploads/2020/11/GEM

_2020_
def_july1_low

.pdf

10
．
世
界
保
健
機
関
「G

lob
al H

ealth
 

Estim
ates

」
二
〇
二
一
年

	
https://w

w
w

.w
ho.int/data/global-

health-estim
ates

立
ち
止
ま
る
こ
と
の
価
値
を
伝
え
、
効
率
で
は
測

れ
な
い
信
頼
や
感
謝
、
共
感
す
な
わ
ち
「
数
値
に

は
表
れ
な
い
豊
か
さ
」
の
価
値
を
紡
ぐ
役
割
を
担

い
た
い
。
加
速
を
疑
い
、
熟
成
を
尊
ぶ
態
度
を
実

践
す
る
こ
と
こ
そ
、
私
達
の
世
代
が
未
来
に
遺
す

べ
き
最
大
の
贈
り
物
で
あ
る
。

あ
の
バ
ナ
ナ
の
よ
う
に

─
外
見
の
輝
き
の
裏

で
静
か
に
崩
れ
て
い
く
存
在
と
し
て
、
私
た
ち
は

外
側
の
光
だ
け
で
自
分
を
測
る
の
で
は
な
く
、
時

間
を
か
け
て
熟
す
価
値
を
大
切
に
し
た
い
。
加
速

さ
れ
た
未
来
の
中
で
、
あ
え
て
立
ち
止
ま
る
こ
と

が
、
最
も
人
間
ら
し
い
選
択
と
な
る
。
二
〇
五
〇

年
、
私
は
ど
ん
な
「
間
」
を
生
き
、
ど
ん
な
甘
味

を
手
に
入
れ
る
の
か

─
そ
の
答
え
を
、
未
来
に

向
け
て
選
び
続
け
た
い
。
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.apa.org/topics/social-
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edia-use
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『R
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ur Relationship to the 
W

orld

』Polity

、
二
〇
一
九
年

練
習
と
厳
し
い
規
律
の
中
で
の
寮
生
活
で
の
経
験

は
、
私
に
そ
れ
を
体
感
さ
せ
た
。

私
は
こ
の
「
間
の
哲
学
」
を
、
ス
ポ
ー
ツ
や
学

問
に
留
め
ず
、社
会
全
体
に
広
げ
た
い
と
考
え
る
。

組
織
や
個
人
が
常
に
最
高
速
度
で
動
き
続
け
る
こ

と
は
不
可
能
だ
。意
図
的
に
速
度
を
落
と
し
、熟
考

や
沈
黙
を
受
け
入
れ
る
時
間
を
持
つ
こ
と
で
、
次

の
一
歩
は
よ
り
深
く
、よ
り
確
実
に
な
る
だ
ろ
う
。

成
長
と
は
単
な
る
加
速
の
総
和
で
は
な
く
、
加
速

と
減
速
の
リ
ズ
ム
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
な
の
だ
。

二
〇
五
〇
年
、
私
は
、
現
代
の
加
速
社
会
に
抗

い
、
無
駄
と
見
な
さ
れ
る
時
間
を
贈
り
合
い
、
沈

黙
の
あ
る
会
話
を
楽
し
み
、
時
間
の
贅
沢
を
味
わ

う
。
そ
れ
こ
そ
が
「
加
速
」
に
抗
う
方
法
で
あ
り
、

倫
理
的
遅
延
主
義
、
す
な
わ
ち
加
速
社
会
に
抗
し

て
、
立
ち
止
ま
り
、
熟
考
し
、
自
分
の
速
度
で
生

き
る
こ
と
を
肯
定
す
る
倫
理
的
態
度
だ
。

変
わ
ら
ぬ
も
の
は
、
進
め
な
か
っ
た
者
た
ち
の

敗
北
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
進
ま
な
か
っ
た
者
た

ち
の「
抵
抗
」で
あ
る
。
そ
し
て
私
は
こ
れ
を「
倫

理
」
と
呼
び
、
そ
の
論
理
を
、
二
〇
五
〇
年
の
国

際
社
会
に
投
げ
か
け
る
。
二
〇
五
〇
年
、
私
は
た

だ
自
分
の
歩
調
で
生
き
る
の
で
は
な
く
、
国
際
社

会
に
お
い
て
「
間
」
を
尊
重
す
る
文
化
を
広
げ
る

架
け
橋
と
な
り
た
い
。
教
育
や
福
祉
・
医
療
、
経

済
の
現
場
に
限
ら
ず
、
全
て
の
領
域
で
、
世
界
で
、
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．
間
渕
泰
尚
「
学
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者
か
ら
見
た
『
ゆ
と
り
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育
』
に
対
す
る
評
価
」
神
戸
親
和
女
子
大
学
児

童
教
育
学
研
究 

第
三
八
号
、
二
〇
一
九
年

12
．
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
『
存
在
と
時

間
（
上
）』
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
四
年
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